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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

住民自治会関係会議等
11日(金)市政協力員例会
15日(火)運営委員会
18日(金)広報部会

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

５
月
17
日(

月)

開
催
の
運
営
委
員
会
か

ら
、
記
事
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
主
な
事

項
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

○
町
内
連
絡
委
員
会

・
６
月
13
日
は
、
環
境
衛
生
週
間
「
市
内

一
斉
清
掃
」
の
日
で
す
。
実
施
日
は
各
町

内
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会

・
令
和
３
年
度
の
総
会
は
書
面
に
よ
る
議

決
で
実
施
し
ま
す
。

○
事
務
局

・
町
内
負
担
金
（
一
戸
６
６
０
円
）
の
納

付
は
、
７
月
の
市
政
協
力
員
会
を
め
ど
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

・
地
域
要
望
書
申
請
を
開
始
。
要
望
の
あ

る
方
は
、
町
内
市
政
協
力
員
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
令
和
２
年
度
の
申
請
総
件
数

は
市
全
体
で
１
４
０
９
件
、
実
施
お
よ
び

実
施
予
定
件
数
は
３
９
９
件
で
し
た
。

○
そ
の
他

・
一
部
の
資
源
回
収
集
積
所
で
は
、
レ
ジ

袋
な
ど
に
い
ろ
い
ろ
な
物
を
入
れ
て
出
す

な
ど
、
ル
ー
ル
を
守
れ
て
い
な
い
人
が
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

日奈久の人口
（４月末現在）

男 1134人

女 1376人

計 2510人

(前月比-15人)

(2009年末3444人)

令和３年６月号
（第１４２号）

発行者

日奈久住民自治会

14日(月)～18日(金)
住民自治会書面検討

20日(日)トウモロコシ

収穫祭

６月の行事から

住民自治会定期総会
今年も「書面議決」で

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
総
会
は
行
わ
ず
に
、
代
議

員
等
に
よ
る
「
書
面
議
決
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
事
前
に
配
布
し
た
文
書
を
各
代
議
員
が
期
間
中
に
検
討

し
、
承
認
を
得
て
議
決
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
期

間

６
月
14
日(

月)

～
６
月
18
日
（
金
）

◇
主
な
議
題

・
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、

コ
ミ
セ
ン
管
理
業
務
一
部
委
託
事
業

決
算

特
別
会
計
決
算
報
告
（
津
森
小
学
校
遭
難
の
碑
基
金
）

・
監
査
報
告

・
令
和
３
年
度
事
業
計
画(

案)

及
び
予
算(

案)

等

私
た
ち
は
、
５
年
前
の
４
月
14
日
の
前
震
、

そ
し
て
16
日
の
本
震
と
連
続
し
て
大
き
な
地

震
を
経
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
７
月
に

は
豪
雨
災
害
も
経
験
し
ま
し
た
。

着
実
に
復
興
の
歩
み
は
進
ん
で

い
る
と
い
う
も
の
の
、
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
と
い
う
状
態
で
す
。

と
こ
ろ
が
一
方
で
、
気
に
な

る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

「
熊
本
地
震
は
布
田
川
断
層

帯
の
一
部
の
区
間
が
、
大
き
く

ず
れ
動
い
た
こ
と
が
主
な
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
布
田
川
断
層
帯
の
残

り
の
区
間
と
日
奈
久
断
層
帯
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
め
た
ま
ま
の

状
態
が
続
い
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
」

(

九
州
大
学
・
地
震
火
山
観
測

研
究
セ
ン
タ
ー

清
水
洋
特
任

教
授
）

つ
ま
り
、
日
奈
久
断
層
帯
は
今
で
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
た
め
て
お
り
、
大
き
な
地
震
が
再

度
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

ま
た
、
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
、
昨
年
の
よ
う

な
豪
雨
が
起
こ
る
可
能
性
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
生
き
抜
く

た
め
に
は
、
食
料
の
備
蓄
が
必
要
で
、
３
日

分
の
食
料
備
蓄
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
と
き
、
備
蓄
す
る
食
料
品
を
食
品
庫
な
ど

に
し
ま
い
込
む
の
で
は
な
く
、
日
常
の
食
料

品
の
中
で
消
費
し
た
分
を
補
充
し
て
い
く

「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
と
い
う
方
法
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
方
法
だ
と
賞
味
期
限
切
れ
を
防
ぎ
、

ど
ん
な
食
料
が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
の
か
が
把

握
出
来
ま
す
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

①
古
い
物
か
ら
使
っ
て
い
く
。

例
え
ば
、
新
し
い
物
は
右
側
に
置
き
、
古

い
物
は
左
側
に
置
く
な
ど
自
分
に
合
っ
た
方

法
で
、
上
手
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

②
使
っ
た
分
は
必
ず
補
充
す
る
。

消
費
し
た
分
は
必
ず
直
後
に
購
入
す
る
習

慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
ボ
ン
ベ
は
備
え
て
お

く
。災

害
時
は
ガ
ス
や
電
気
や
水
道
が
止
ま
り
、

食
材
を
調
理
で
き
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
大
活
躍
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
食
料
や
器
具
、
防
災
用
具
な

ど
を
定
期
的
に
届
け
て
く
れ
る
「
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。
う
っ
か
り
買
い

忘
れ
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
に
も
，
も
し
も
の
時
の
た
め
に
、

避
難
所
や
災
害
の
た
め
の
準
備
物
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ローリングストックで日頃の備えを！
熊本地震から５年、７月豪雨から１年

各
町
内
の
代
議
員(

敬
称
略)

※
今
年
度
は
任
期
２
年
の
中
間
年
で
す
。

（
新
開
町
）

杉
野
一
男

（
大
坪
町
）

蓑
田
光
雄
、
千
野
義
明

吉
川
幸
徳

（
新
田
町
）

坂
口
祐
弘
、
村
上
眞
治

（
山
下
町
）

浅
川
美
孝
、
本
村
正
行

（
竹
之
内
町
）
山
本

巌
、
中
村
喜
市

（
塩
北
町
）

本
山
圭
一
、
白
濱
ア
ケ
ミ

（
塩
南
町
）

木
村
哲
也
、
吉
永
照
義

濱
本

隆

（
浜

町
）

髙
田
榮
昭
、
城
下
津
代
美

（
東

町
）

上
野
智
子
、
丸
山
昭
穂

（
中

町
）

伊
藤
輝
充
、
古
賀
辰
次

（
上
西
町
）

松
本
寛
三

（
中
西
町
）

山
下

貢

（
下
西
一
）

今
井
昌
文
、

田
和
子

（
下
西
二
）

岡
部
和
正

（
馬
越
町
）

吉
田
武
美

本
能
寺
の
変
後
、
天
下
統
一
を
目
指

し
た
豊
臣
秀
吉
が
中
国
や
四
国
の
攻
略

に
明
け
暮
れ
て
い
た
頃
、
薩
摩
の
島
津

は
そ
の
勢
力
を
思
う
ま
ま
に
九
州
に
拡

大
し
て
い
ま
し
た
。
東
は
日
向
（
宮
崎
）

か
ら
豊
後
（
大
分
）
、
西
は
肥
後
を
た

ち
ま
ち
の
う
ち
に
領
地
に
収
め
、
要
所

要
所
に
砦
を
築
い
て
守
り
を
固
め
て
い

と
り
で

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
新
し
く
山
城
を

築
い
た
の
が
櫛
山
城
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
櫛
山
は
標
高
２
９
３
ｍ
、
北
方
向

の
八
代
の
土
地
や
八
代
海
を
見
張
る
こ

と
が
出
来
て
、
攻
め
に
く
い
絶
好
の
場

所
で
す
。

伝
説
に
よ
る
と
、
城
主
は
本
郷
能
登

守
と
い
う
人
で
し
た
が
、
度
胸
と
武
力

の
優
れ
た
武
将
だ
っ
た
の
で
、
櫛
山
城

に
居
る
こ
と
は
な
く
、
い
つ
も
第
一
線

を
任
さ
れ
て
留
守
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
留
守
を
守
っ
た
の
は
、
姉
の
尼
僧

老
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

八
代
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
日
奈
久

支
部
の
支
部
長
が
、
本
村
常
雄
氏
（
い

そ
み
会
）
か
ら
久
保
和
孝
氏
（
大
明
神

会
）
に
代
わ
り
ま
し
た
。

日
奈
久
歴
史
散
歩

櫛

山

城

塩鶴川河口付近から櫛山を望む

婦
人
会
便
り

「
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
」
づ
く
り

日
奈
久
校
区
婦
人
会
の
活
動
と
し
て

長
年
続
け
て
い
る
「
ご
き
ぶ
り
団
子
づ
く

り
」
を
５
月
12
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。

ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
玉
ね
ぎ
、
砂
糖
、

牛
乳
、
小
麦
粉
、
ホ
ウ
酸
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

小
さ
く
丸
め
ま
す
。
そ
れ
を
、
ざ
る
の
上

に
並
べ
、
乾
燥
後
、
袋
に
小
分
け
し
ま
す
。

な
お
、
梅
雨
に
入
り
乾
燥
が
で
き
ず
に
、

完
成
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
ご
注
文
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
し
ば
ら
く
お
待
た
せ
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
櫛
山
城
を

「
比
丘
尼
ヶ
城
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

び

く

に

す
。
（
比
丘
尼
と
は
尼
、
女
性
の
出
家

修
行
者
の
こ
と
。
）

昔
は
山
頂
に
大
き
な
木
が
あ
っ
て
、

漁
に
出
た
漁
師
た
ち
が
目
印
に
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

例
年
春
に
は
櫛
山
桜
ウ
ォ
ー
ク
を
開

催
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
昨
年
に
続
き
中
止
し
ま
し
た
。

（
参
考
）

中
原
文
敬
著
「
日
奈
久
の
歴
史
」

みんなで協力して作っています

第
１
回
い
き
い
き
サ
ロ
ン

「
コ
ロ
ナ
川
柳
大
会
」

【
面
白
か
っ
た
で
賞
】

マ
ス
ク
越
し

あ
な
た
だ
あ
れ
と

見
つ
め
合
う

上
野
悦
子
（
日
奈
久
東
町
）

市
内
全
域
か
ら
６
６
８
句
の
投
句
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
上
野
悦
子
さ
ん

の
川
柳
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ローリングストックの図

備える

日常で使う
使った分だけ
買い足す

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
祭

の
お
知
ら
せ

今
年
も
「
ア
グ
リ
日
奈
久
（
代
表
白
石

節
夫
氏
）
」
の
ご
厚
意
に
よ
り
「
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
一
部

違
反
行
為
を
す

る
人
が
出
て
、

今
年
の
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
白
石
代

表
が
「
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
」

と
の
思
い
で
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

感
染
対
策
を
し
な
が
ら
、
ル
ー
ル
を
し
っ

か
り
守
っ
て
、
楽
し
い
収
穫
祭
に
し
ま
し
ょ

う
。

◆
期
日

令
和
３
年
６
月
20
日
（
日
）

◆
受
付

９
時
～
11
時
（
小
雨
決
行
）

◆
料
金

５
０
０
円
（
６
本
）

◆
準
備
物

長
靴
、
軍
手
、
マ
ス
ク

◆
主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

◆
協
力

ア
グ
リ
日
奈
久

◆
問
い
合
わ
せ

日
奈
久
コ
ミ
セ
ン
電
話(

38-

２
３
９
０)

坂
口

電
話
（0

9
0
-
4
3
5
3
-
4
6
5
9

）

◆
場
所

住
民
自
治
会
の
緑
の
「
の
ぼ
り
旗
」
が
目

印
で
す
。
（
左

の
図
参
照
）

◆
こ
の
事
業
は

収
穫
体
験
を
目

的
と
し
た
ア
グ

リ
日
奈
久
の
自

主
的
な
協
力
事

業
で
す
。
販
売

事
業
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、

予
約
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

生
育
状
況
や
当
日
の
天
候
に
よ
り
期
日
の

変
更
も
あ
り
ま
す
。

昨年の収穫祭から

(広告欄)
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山
下
辰
巳
さ
ん
の
ご
厚
意
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
「
イ
チ
ゴ
狩
り
体
験
」
が
５
月

７
日(

金)

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大
坪

町
の
山
下
さ
ん
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、

赤
く
色
づ
い
た
イ
チ
ゴ
が
た
く
さ
ん
実
っ

て
い
ま
し
た
。

雨
が
上
が
っ
た
午
後
、
日
奈
久
中
生
徒

27
名(

１
名
欠
席)

が
、
ハ
ウ
ス
の
前
に

集
合
し
ま
し
た
。
山
下
さ
ん
か
ら
説
明
を

受
け
、
生
徒
達
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
に
マ

ス
ク
な
ど
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
取
っ
て
、

ハ
ウ
ス
の
中
に
入
り
ま
し
た
。

毎
年
の
こ
と
で
慣
れ
て
い
る
の
か
、
次
々

と
赤
く
大
き
な
イ
チ
ゴ
を
持
参
し
た
入
れ

物
に
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
瞬
く
間
に
あ

ふ
れ
る
く
ら
い
摘
ん
だ
生
徒
。
次
々
と
味

を
確
か
め
る
生
徒
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
楽

し
い
光
景
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

熊
本
県
独
自
の
品
種
「
ゆ
う
べ
に
」
の
試

食
も
し
て
、
味
の
違
い
も
体
験
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
行
事
が
減
っ
て
い
く

中
、
貴
重
な
農
業
体
験
と
食
育
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
３
年
生
の
内
田
さ
ん
が
、
「
私

は
山
下
さ
ん
が
作
る
イ
チ
ゴ
が
大
好
き
な

の
で
、
今
日
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
代
表

で
挨
拶
し
ま
し
た
。
１
年
生
の
西
村
さ
ん

は
、
「
イ
チ
ゴ
狩
り
は
と
て
も
楽
し
く
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
妹
た
ち
に
も
や
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
家
族
も
喜
ぶ
と
思
い
ま

す
」
と
摘
ん
だ
イ
チ
ゴ
を
大
切
に
抱
え
て

い
ま
し
た
。

５
月
５
日

(

水)

午
前
中

の
雨
が
上
が

り
、
初
夏
を

思
わ
せ
る
日

差
し
の
中
、

天
草
市
で
聖

火
リ
レ
ー
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
人
吉
、
水
俣
市
と
つ
な
が

れ
た
聖
火
が
、
午
後
３
時
に
天
草
市
民
セ
ン

タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
渡
の
中
心
街
に
あ
る
第
４
中
継
所
に
登

場
し
た
松
本
啓
佑
氏(

41)

は
、
笑
顔
で
走
り

出
し
ま
し
た
。
松
本
氏
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

Ｉ

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
日
奈
久

会
長

松
本
啓
佑

「
５
月
５
日
に
天
草
の
地
を
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
走
っ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
貴
重
な

あ
る
パ
ソ
コ

ン
を
通
し
て

各
教
室
の
大

型
テ
レ
ビ
に

映
し
出
す
方

法
で
す
。

校
長
先
生

の
お
話
、
主

催
者
の
人
権

政
策
課
角
課
長
の
お
話
、
そ
し
て
、
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
吉
田
会
長
よ
り
花
の
種

な
ど
の
目
録
が
児
童
代
表
の
６
年
本
田
月

人
（
ら
い
と
）
君
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
代
表
の
６
年
田
中
飛
夢

（
と
む
）
君
が
、
「
ぼ
く
た
ち
日
奈
久
小

学
校
の
児
童
は
、
今
日
い
た
だ
い
た
人
権

の
花
の
種
子
を
大
切
に
育
て
ま
す
。
花
を

大
切
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
友
達
や
家

族
の
こ
と
も
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
高
め

て
い
き
た
い
で
す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て

花
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
」
と
力

強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。

連
休
明
け
の
５
月
６
日(

木)

、
７
日

(

金)

に
は
、
早
速
種
ま
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
大
き
く
な
れ
、
き
れ
い
に
咲
け
」

と
１
・
２
年
生
は
声
を
掛
け
て
ま
き
ま
し

５
月
９
日
（
日
）
は
、
母
の
日
。

日
奈
久
の
６
ヶ
所
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
、

浴
場
で
は
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
風
呂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
良
い
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
「
ば
ん
ぺ
い
湯
」
前
で
は
、
10

時
か
ら
「
ラ
ブ
ひ
な
マ
ル
シ
ェ
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

各
種
野
菜
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
チ

ゴ
、
ち
く
わ
、
工
芸
品
、
焼
き
鳥
、
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
す
く
い
の
テ
ン
ト
が
並
び
ま

し
た
。
特
に
、
ラ
ブ
ひ
な
と
八
代
農
業
高

校
と
の
コ
ラ
ボ
で
製
作
さ
れ
た
ク
ッ
キ
ー

と
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
は
新
聞
報
道
も
あ
り
、

開
店
前
か
ら
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
も
と
ら
れ
、
マ
ス
ク
姿
の
親

子
連
れ
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
達
は
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
す
く
い
が

お
気
に
入
り
で
、
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
に
浮

か
ん
だ
色
と
り
ど
り
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
金
魚
す
く
い
の
要
領
で
カ
ッ
プ
に
す
く

い
上
げ
て
い
ま
し
た
。
早
い
と
こ
ろ
で
は
、

開
店
40
分
ほ
ど
で
「
売
り
切
れ
完
売
」

の
標
示
が
張
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
、

賑
や
か
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
祭
り
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

街
角
ス
ナ
ッ
プ

４
月
21
日(

水)

、
田
ノ
川
内
古
墳
前
に

整
地
さ
れ
た
空
き
地
で
、
新
田
町
の
い
き

い
き
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
北
園
武
広
市
議
会
議
員
の
弟
の
北
園
明

さ
ん(

58)

を
講
師
に
迎
え
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
体
操
を
し
た
り
、
一
緒
に
歌
を
歌
っ

た
り
し
ま
し
た
。
北
園
さ
ん
は
、
ウ
ィ
ン

ド
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
や
カ
ホ
ン
と
い
う
楽

器
を
使
い
演
奏
し
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
約
30
名
の
人
達
は
、

青
空
と
若
葉
に
響
く
素
晴
ら
し
い
演
奏
に

う
っ
と
り
と
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

日
奈
久
を
思
い
天
草
路
を
駆
け
た
聖
火

体
験
で
一
生
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
選
ば
れ
た

理
由
は
、
『
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

Ｉ

Ｌ
ｏ
ｖ

ｅ

日
奈
久
』
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
風

呂
・
祭
り
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
か
ら

で
す
。
だ
か
ら
自
分
一
人
の
力
で
選
ば

れ
た
わ
け
で
は
無
く
、
日
頃
か
ら
日
奈

久
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
一
緒
に
頑
張
っ

て
る
『
ラ
ブ
ひ
な
』
メ
ン
バ
ー
全
員
の

力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
選
ば
れ
た
と
き
の

笑顔で走り出す松本啓佑氏

日
奈
久
小
学
校

「
人
権
の
花
運
動
実
践
校
」

に
選
定

「
人
権
の
花
運
動
」
は
、
花
を
育
て
る

こ
と
を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
、
仲
間
と

協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
活
動
で

す
。
昨
年
度
実
施
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
年
度
初
め
か
ら
休
校
が
続

い
た
た
め
に
、
今
年
度
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

４
月
26

日(

月)

午

後
に
種
子

伝
達
式
が
、

リ
モ
ー
ト

で
行
わ
れ

ま
し
た
。

放
送
室
に

設
置
し
て

吉田会長より目録を受け取りました

小さな種を大切にまく２年生

日奈久温泉駅には、みずほ保育園から

かわいい鯉のぼりが届きました

カーネーションすくいも大人気

両手にカーネーションを抱え

た
。
こ
れ
か
ら
苗
を
育
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に

花
を
植
え
て
育
て
ま
す
。
秋
に
は
種
を
取
っ

て
、
多
く
の
人
や
次
の
実
践
校
に
届
け
ら
れ

ま
す
。

お
い
し
い
イ
チ
ゴ
に

大
喜
び

２年生は摘んだイチゴをぱくり

古
墳
で
コ
ン
サ
ー
ト

新
田
町
の
い
き
い
き
サ
ロ
ンカホンに腰かけて素晴らしい

演奏をする北園明氏

全
国
写
真
展
に
入
選

甲
田
智
之
さ
ん

第
46
回
全
国
公
募
写
真
展
「
視
点
」
に

八
代
写
真
連
盟
代
表
の
甲
田
智
之
さ
ん

（
塩
南
町
）
の
作
品
「
息
災
心
願
」
が
入

選
し
ま
し
た
。
熊
本
県
か
ら
甲
田
さ
ん
が

一
人
だ
け
入
選
で
、
一
昨
年
に
続
い
て
の

快
挙
で
す
。

作
品
は
、
日
奈
久
温
泉
神
社
に
参
詣
に

訪
れ
た
女
性
が
お
み
く
じ
を
枝
に
結
び
付

け
て
い
る
様
子
を
捉
え
た
も
の
で
、
コ
ロ

ナ
禍
の
今
、
感
染
を
予
防
し
元
気
に
過
ご

し
た
い
と
い
う
願
い
を
表
現
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
写
真
展
「
視
点
」
は
東
京
都
美
術

館
で
６
月
６
日
～
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

甲
田
さ
ん
の
入
選
作
「
息
災
心
願
」

サ
プ
ラ
イ

ズ
発
表
に

は
、
里
木
校

区
長
は
じ
め

多
く
の
日
奈

久
の
皆
さ
ん

に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、

お
祝
い
し
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の

よ
う
な
『
ラ
ブ
ひ
な
』
の
メ
ン
バ
ー
の

思
い
や
家
族
・
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
２
０
０
メ
ー
ト

ル
と
い
う
短
い
距
離
で
し
た
が
走
り
ま

し
た
。

一
人
で
は
絶
対
走
る
事
が
で
き
な
か
っ

た
聖
火
リ
レ
ー
。
『
ラ
ブ
ひ
な
』
メ
ン

バ
ー
や
家
族
・
日
奈
久
地
域
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
走
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
『
ラ
ブ
ひ
な
』
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
」

沿
道
に
は
、
『
ラ
ブ
ひ
な
』
の
メ
ン

先導されながら軽快に走りました

バ
ー
や
家
族
が
、
う
ち
わ
や
法
被
で
日
奈

久
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
応
援
し
ま
し
た
。

「
か
っ
こ
よ
か
っ
た
」
と
、
長
男
の
松
本

龍
樹
君
（
中
２
）
は
興
奮
気
味
で
し
た
。

う
ち
わ
や
法
被
で
応
援

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

松
本
啓
佑
氏

下西町のブーゲンビリアが今年も

見事に咲きました

ラブひなマルシェ盛況

(広告欄)


